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1.   発 端
Necydalis属の歴史やこの属のタイプ種およびその
指定について調べてみようと思い立ったのは, LINSLEY
(1963年)') が Mo1orchus 属のダイブ種の所で, 「Mo-
1ot chus と Necydalisのダイブ種は疑間で, 確定され
ていない」 と書いており, また CHEMsAK (1964年)2)
も Necydalisのタイプ種について同様に, 「Mo1orchus
とのダイブ種の疑間は解決されていない」 とあったから

で, 専門家が調べて不明ならば自分が調べて解決できる
とは思わないが,  どこが不明で決定できないのか知りた

いと考えて文献をあさりだした。昨年ちょうど10年目
に, はからずも多庫動物公国の高家博成氏より教えて般
いた文献により, 一応自分なりにある程度この間題が解
決できたと思っている。

Necydalis属の歴史を調べるということは, そのまま
ヵミキリの研究史を調べることの重要な一端を担うこと
にもなるので, 歴実.的に述べてみることにする。
まず, Necydatisとはどういう意味だろうか。小島主
三・ 林l王夫氏の原色日本.尾虫生態図鑑1 (l969年) には
ヵミキリの属の語源が非常によく入っているが,  ?Necy-
dalis の所は不明となっている。 MuLSANT (1839年)3)
によると, ギリシャ語1.1tX0δαλσζ(nek、,dalos) からで,
「綱を生産するカイコのサナギを示すために, アリスト

テレスにより使用された名前」 とある。

1-58年, LIN'NEはSystema Naturaeの第10版中で
この語を借用した4'が, この他Coleoptera, Dipteraも
アリストテレスが作った語を LINNEが採用した例であ
る。

2.   LINNE の属について

前にも書いたことがあるS)が, 1-58年にLINNEがNe-
cydalis属を設立した時, 彼はこれがヵミキリであると
は考えず, ハナノミ科 (Morde11a属) とハネカクシ科

KUsAMA, Keiichi:   Historical Review of Ne ydalis
(Ce ram bicidae) ( l )
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(Staphylinus 属)  の間に置いた。  その時この属には
maJ'orとminorの2 種が含まれていた。 これらの種は
いずれもl 5S年以前から知られており, 名前もついてい

た。 これら2 種の LINNEの記般を訳してみると,
N maj'or:  通細は赤福色で斑紋はない,  触角は体

長より短い

ScBAEFFERモノグラフ l753, 図 l , 2
MI‘sca-CeramOy f m a j o r
ヨーロッパに産する

N minor:  通軸は黄褐色,  先端に白い繰状の紋,
触角は体長よ り長い

Fauna Svec 6) 69‘, Necydalis
通輔は.黄色で白い線模様
ScBAEFFERモノグラフ1753, 図6 , 7
Mt‘sca-Ce,-amby.r minor
ョ ー ロ ッ・、に産する

とある。 これで明らかなように, mine,の方はすでにス
カンジナビア地方のファウナを書いた第 l 報 ( l746年)6)
に入っており,  この に対して .Vec・_ydatisなる属名が
与えられているが,  major の方については何も記較さ

れていない。なお Muscaは現在,  イェバェの属名に用

いられている。 もちろんこれらl -5S年以前の文献は動物
界の分類学には引用されないのであるが, 1800年代後半

第1 図 Necydalis と Stenopterusの例
左: .Vecydaiis maJ'or LINNE
右 : Stenopterus rufus L INNE
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第 1 表 1767年に Necydai is に属していた種と現在の取り扱いについて

番
号

種 名 現在の科と属 備 考

64 1

64:2

613

l

2
3

4

5
6

8
9

10
11

maJ'o r
'n i 'to '-
umbe11ata,-um
c o e r lea
a t r a

r ufa
glaucesce,ts

_j lavescens
f)oda g,-a ria e
simp le.r

,-ev ico r,1zs

Necydalis
Mo1orchus
Mo1orchus

力ミキリモドキ科

Ste'1opter t S
Ste,topterus
Is th miade
力ミキリモ ドキ科

力ミキリモ ドキ科

力ミキリモ ドキ科

カミキリモドキ科?

本 の命名者は ScHREBER (1759)

現在の種名は ater
現在の種名は rufus
Leptura necydatea LINNE (l -58) のシ
ノ ニ ム

第2 表 Necydal is とその関連する属

著者 年代

LI NNE, 1'15S
〃 , 1767

FABRIcIUs, l775
〃

, 1792,  1801
SCHRANK, l ' 9S
ILLIGER, 1804
LATREILLE, 1804,  1807
LEACH, ISI5
CURTIS, IS24
L ATRE ILLE, 1829
STEPHENS, IS31
SERV ILL E, IS32
CURT IS, 1834
STEPHENS, IS39
WESTWOOD, IS39~ 40
MULSANT, 1839
「、1EWM AN, 18・10
WH ITE. 1855

C.G. THOMSON, 1859

J. THOMSON, 1860, 1864

MULSANT , 1862

FA IRMAIRE, 1864

LACORDAIRE, 1869

*   3 者とも Mo1orchus の亜属として記載された

** FAIRMAIRE (1864) が属として記載したもの.

1 の短結しているもの l 狭く細くな
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革間要一 : Necydalis 属の研究史( I )

での論争の所で出てくる。

1767年, LINNEはSystema Naturaeの第12版で,
NecydatisをLepturaの次に置くと同時に, 新たに9
種を追加した。 この追加された種の中では umbe uata-

r u m のみが翅 の短縮された従来と同じグループのも

ので, その他は翅報iの狭く細くなっている種であったた
め, その後の混乱を引き起す原因となった。 この追加さ
れた種を第1 表に示した。

3.   FABRICIUSの属について
FABRIcIus が1775年に彼の民虫の分類を発表した時,

L INNE の Necydalisが雑然としていたので, それを
整理して彼の Necydalisには翅輔が狭く細くなるグル
ープの種のみを入れた。そのためカミキリとしては, 現

在の分類で Stenopterus属に入っている rufaと atra
のみであった7'。
一方, 翅總の短縮された種に対しては,

Leptura abbrev iata (= "1ajor)
L. d im id iata ( =mi,for)
L. umbe l iatar um

として, 最初の LINNE の種名を採用しなかった。

l792年に Mo1orchus属を新設して ' , LePt t‘ra中の
上記3 種とオーストラリア産のvariegata (現在のHe-
sthesis) の4 極を含めた。そして major とminor を
それぞれ abbt-ev iata と dimidiataのシノニムとして
いる。

また, FABRIcIUs の Nee),,dalis の方は26種となっ
たが,  このうち現在ヵミキリと認められているのは,
No i l, atra; No.17, rufa; No.18, praeusta (現在
Stenopterus); No24, glaucescens (現在Isthmiade
r,ecydalea) の4 種で, 他はジョウカイポン科,  カミキ
リモドキ科などであった。

1801年の論文9) も以前と同じ意見で, 翅納の短縮した
Mo1orchus はやはり4 種と変化がないが, 狭く細くな

るグループの種を含むNecydalisの方は33種に增加し
ている。

4. Noel,dal is, Mote;rebusおよび
Stenolpterus 属の関係

今まで述べたように, Necydalisに対するLINNEの
定義の不確実さと, LINNEと FABRICIUS との間の最
初からの属の性格の速いが, その後の混乱と論争の原因
となった。 これを年代を追って眺めてみることにする。

1804年,  ILLIGER1o)  は翅總の狭くなっている種類に
Stenopterus なる新属を作り, rufus, ater  として

L INNEの rufa, at ra を含めたが, この属は1829年の

LATREILLE および1831年のSTEPHENSによって採用
されるまで, まったく無視されてしまった。

当時の主流を占めていたLATREILLEの分類は, l804
年' ') から

{ 總が非常に短い一 - - Mo1orchus
理 軸が難状である一 - - Necydalis

との意見を変えていない。 これに LEACH, CURTIS な
どのイギリスの昆虫学者も同意している。

第2 表に示したように, 1830年頃までは F ABRICIUS

や L ATREILLE の分類にしたがっていたことが判るo
Stenopterusが再認識されて後は, 短縮種にNecydaliS
を当てるか, Mo1orchus  にするか意見が分かれていた

が, 1840年頃までは現在の3 属は2 属にまとめる人が大
部分であった。

翻の短縮されている種類をさらに2 属に分けたのは
l839年のフランスの昆虫学者MULSANTが最初であ
る。 彼の分類の検索表を示すと,

' r触角は細長く  体と同じか ま たは長

1 l い。第3節は1第5 節と等しいか, または
・ 非常にl ほとんど等しい一ーーー一 Mo1orchuS
l短い l触角はずんく' り しており, 体長の%にほ

lぼ等しい。第3節は明らかに第5節より
順部の長さとほぼ同じ,  しか u i部の少し下か
ら i ,に狭くなり,  先端はとがり,  そしてその先

端の間は大きく開いている一 - - Ste,toPterus

このよ うにして3 属に分け, その中に含まれる種につ

いては, 第3 表に現在の学名と共に示した。

第 3 表 MULsANT (1839) の分類

l短し Necydal is

MULsANT l 現 在

M o1orcll t S

Dimid iatus; FAB.
Umbeuatorium; LINN

Necydalis
Maj'or; LINN.
Sa h'c is ;  DUPONT *

Stenop tert s
Rufus; LINN.
Pr aeustus ; FAB.
var. Ater; FAB.
Ustu latus ;  DEJ.

M otorcltus
m i n o r LI NNE

umbe11atar t‘m SCHREBER
Necydalis
u lmi CHEVROLAT

major LINNE
Stenopterus
ruf f‘s LINNE
(aterのシノニム)
ate r L INNE

(aterの変種)
*本文中 (112頁) ではこの学名を使用しているが, 付図 (pl.
1, fig. F)  の説明には, 本文でこの種のシノニムにしている
Mo1orchtts popul i BUTTER (Mag. E n t. Germer, 3, p .

245,  1818)  の方が かれている.  なお Sa lic is について

DUPONTの ii載は見あたらず, 現在ではSal icis MULRANT
として引用されている.

- 3 -
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一方,  イギリスの民虫学者 NEWMAN はフランスの

MuLsANTとはまったく別の解決法を1840年に示した。
彼は New Holland (オーストラリア) のカミキリを記

述するにあたって12),  新属 Heliomanes を作り,  これ

に H. sidus NEWMANなる新種を記載し, Necydalis
にも新種 N aur icomus NEWMAN を入れた。 そして
同じ年の別の雑誌'3) において次のように主張している。
「Hel iomanes  NEWMAN (1840) なる属は,  New

Holland からの新種 sidus を受け入れるために作られ

た属であるが,  タイプ種は H minor すなわち Necy
dalis ,m,lor LINNE である。 その他この属に追加され

る種としては umbe11atarum LI NNE で, 両者ともヨ

ロッパ,  イギリスに産する。  またアメリカ合衆国の.北
部に産する H. bimaculatus (Necydalis bimaculatus
SAY) もこの属に入るo

Necydal is は L INNE の著 の第l2版で性格が確定
された属で, LINNE は2 つの Section に分けているo
第1 のSectionはmaJ'or, mtnorおよびumbe11atarum
で,  第2 の Section は種々の He teromerous beet les

(異節の甲虫) を含んでいる。 FABRlcIUsはSystema
Eleutheratorum9)で,  何らの理由も記述せずに l 新属と

2 つの新名を作った (以下 Mo1orchus および abbre_
v i a t a と dimi diata などのことについて説明している
が,  このことはすでに前項の FABRIc IUs の所で述べて

いるので省略する)。
1840年に私 (NEWMAN) は属を分けて,   Necydalis
にはョー ロツパ産のmaJ'or L INNE をダイブ種とし,
2番目の1Eliとして New Hol land の N aur icomus を

追加する。」

結局のところ NEWMAN は Mo1orchus FABRICI US

は.iNecydalisのシノニムであり, そのためMo1orchu_
(現在我々 の使用している内容の属) に対して新属 bet
iomanes を提案したのである。 NEWMAN の主張は客
観的に見て正しいと思うし,  また2 つの属の性格もきち

っと記述しているが, 残念ながら現在の時点において考

えると 2 つの欠点を持っていたと思う。

( i ) 属のダイブ種の指定を, その新属を記述した論

文中ではなくて別の論文中で行なっているので, 現在の

命名法から考えると Heliomanesのタイプ種をminor
とすることはできず, sidus が monobasic でタイプ種
となる。

( ii )  彼が Necydalis の性格を記述した時に入れた
種 aur iconus は, その後別属であるとされたこと。

現在においての処理では Hel iomanesは Mo1orchus
のシノームとされているo また aurico,tusを AURIv I-
LLIUS ( l912) l4) は Hesthesis NEWMAN(1840) とし,

-  4

その後McKEowN(1945)ISI はProagapte MCKEOWN
( l945) (これは Agapete NEWMAN, 1845年の置換属
として提案された属) に移し, Tribeも Necydalini か
ら Bimi ini に変更した。
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